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蘂
差
点
に
方
位
標
纖
を
講
置
し
ま
う

俳
優

原
田
大
二
郎

山
口
県
か
ら
青
雲
の
志
を
抱
い
て
上
京
し
た
、
あ
の
こ

ド
ラ
イ
ブ
が
好
き
だ
。
ど
こ
に
行
っ
て
も
ハ
ン
ド
ル
を

ろ
。
も
う
四
十
年
に
な
る
か

!
。
あ
の
海
、
あ
の
山
、

握
り
た
く
な
る
。
そ
の
土
地
の
道
路
を
自
分
の
運
転
で
走

あ
の
太
陽
。
ふ
る
さ
と
の
あ
の
人
、
こ
の
人
。
ふ
る
さ
と

っ
て
み
て
、
初
め
て
そ
の
土
地
に
少
し
な
じ
ん
だ
よ
う
な

を
離
れ
て
時
が
た
つ
ほ
ど
、
想
い
は
つ
の
る
。
古
人
の
言

気
が
す
る
。
仕
事
の
と
き
も
神
戸
、
和
歌
山
か
ら
新
潟
、

葉
。
｢ふ
る
さ
と
は
遠
く
に
あ
り
て
思
う
も
の
｣
。
け
だ
し

仙
台
く
ら
い
ま
で
は
、必
ず
車
で
入
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

至
言
で
あ
る
。

自
分
で
運
転
す
る
。

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
が
強
い
せ
い
か
、
山
口
県
か
ら
仕

東
京
近
郊
関
東
一
円
な
ら
一
日
仕
事
で
も
車
を
使
う
。

事
を
よ
く
も
ら
う
。
毎
年
、
年
間
五
回
ぐ
ら
い
は
仕
事
で

出
迎
え
の
人
は
、
助
手
席
に
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
乗
せ
て
ハ

山
口
県
に
帰
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

ン
ド
ル
を
握
っ
て
い
る
俳
優
の
姿
に
奇
異
の
目
を
向
け
る

山
口
県
で
は
、
た
い
て
い
宇
部
空
港
で
レ
ン
タ
カ
ー
を

が
、
私
は

一
向
に
構
わ
な
い
。

借
り
る
。
光
の
実
家
に
ち
ょ
っ
と
帰
っ
た
り
す
る
の
に
都

北
海
道
で
も
九
州
で
も
自
分
で
走
っ
た
こ
と
の
あ
る
道

合
が
い
い
か
ら
で
あ
る
。
新
幹
線
の
と
き
は
徳
山
駅
前
の

路
は
次
に
走
っ
た
と
き
、
非
常
に
懐
か
し
い
思
い
が
す
る

レ
ン
タ
カ
ー
。
｢ま
た
、
帰
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
で
す
か
ぁ
?
｣

の
だ
。
デ
ジ
ャ
ブ
ー
に
似
た
感
覚
で
あ
る
。
面
白
い
こ
と

気
軽
に
声
を
か
け
て
く
れ
る
。
受
付
の
人
も
、
す
で
に
顔

に
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
い
な
い
と
ま
る
で
道
順
を
覚
え
な

な
じ
み
に
な
っ
て
い
る
。

い
。
運
転
席
と
助
手
席
な
ん
だ
か
ら
見
る
風
景
は
同
じ
だ



ろ
う
と
お
考
え
だ
ろ
う
が
、
自
分
の
中
で
は
運
転
し
て
い

る
か
、
い
な
い
か
で
景
色
が
ま
る
で
違
う
の
で
、
助
手
席

や
後
部
席
で
は
、
な
か
な
か
そ
の
道
を
覚
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
だ
。

人
々
の
生
活
す
る
点
と
点
を
結
ん
で
道
路
が
で
き
た
。

道
路
に
よ
っ
て
人
々
は
友
情
を
芽
生
え
さ
せ
、
同
朋
意
識

を
高
め
て
い
っ
た
。
源
頼
朝
の
鎌
倉
往
還
、
織
田
信
長
の

近
畿
道
、
徳
川
家
康
の
五
街
道
。
歴
代
の
為
政
者
は
み
ん

な
競
っ
て
道
路
を
作
り
整
備
し
た
。

イ
タ
リ
ア
の
ロ
ー
マ
帝
国
に
い
た
っ
て
は
二
千
年
も
昔

に
、
ロ
ー
マ
を
起
点
に
ア
ッ
ピ
ア
街
道
、
オ
ー
レ
リ
ア

･

ノ
バ
街
道
、
フ
ラ
ミ
ニ
ア
街
道
、
サ
ラ
ー
リ
ア
街
道
な
ど

八
本
の
街
道
を
延
ば
し
て
い
っ
て
ロ
ー
マ
軍
道
を
作
り
あ

げ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
ベ
ル
ギ
ー
か
ら
南
の
一
帯
、
ア

ル
バ
ニ
ア
、
ト
ル
コ
、
そ
し
て
中
近
東
、
地
中
海
岸
の
ア

フ
リ
カ
中
に
ロ
ー
マ
軍
道
は
延
び
て
い
っ
た
。

｢す
べ
て
の
道
は
ロ
ー
マ
に
通
ず
｣
と
い
う
格
言
も
生

ま
れ
た
。幹
線
道
路
だ
け
で
何
万
キ
ロ
に
も
及
ん
で
い
る
。

イ
ギ
リ
ス
で
も
エ
ジ
ン
バ
ラ
以
南
で
は
、
ま
っ
す
ぐ
な

道
は
ロ
ー
マ
軍
の
作
っ
た
道
が
元
に
な
っ
て
い
る
と
断
言

し
て
も
間
違
い
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

里
程
ご
と
に
旅
人
を
休
ま
せ
る
巨
木
を
配
置
し
た
ま
っ

す
ぐ
な
道
路
は
、
緑
の
生
垣
に
囲
ま
れ
た
な
だ
ら
か
な
丘

の
先
に
青
い
大
西
洋
を
見
せ
、
時
に
目
を
見
張
る
よ
う
な

風
景
を
展
開
し
て
く
れ
る
。

ロ
ー
マ
人
が
考
案
し
た
と
思
わ
れ
る
ロ
ー
タ
リ
ー
か
ら

い
く
つ
も
の
道
を
伸
ば
す
ラ
ウ
ン
ド

･
ア
バ
ウ
ト
の
交
差

点
は
、
道
の
一
本
一
本
に
道
路
番
号
が
は
っ
き
り
示
さ
れ

て
い
る
か
ら
自
分
の
行
く
先
の
道
路
番
号
さ
え
は
っ
き
り

覚
え
て
お
け
ば
決
し
て
迷
わ
ず
に
目
的
地
に
つ
け
る
仕
組

み
で
あ
る
。

日
本
で
ド
ラ
イ
ブ
し
て
い
る
と
、
知
ら
な
い
地
方
に
行

っ
た
と
き
、
道
路
標
識
で
迷
わ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
交

差
点
の
方
向
版
に
わ
れ
わ
れ
旅
行
者
に
と
っ
て
あ
ま
り
な

じ
み
の
な
い
町
の
名
前
が
書
い
て
あ
る
。
土
地
の
人
に
は

よ
く
知
ら
れ
た
町
な
の
だ
ろ
う
が
、
車
を
止
め
て
地
図
を

見
直
す
わ
け
に
も
い
か
な
い
の
で
横
目
に
町
名
を
刻
み
込

ん
で
闇
雲
に
ア
ク
セ
ル
を
踏
み
込
む
。
頭
の
中
が
白
く
な

る
。そ

ん
な
こ
と
な
ら
、
い
っ
そ
の
こ
と
交
差
点
に
東
西
南

北
の
方
位
が
わ
か
る
よ
う
な
標
識
を
立
て
て
い
た
だ
け
な

い
だ
ろ
う
か
。
交
差
点
の
真
ん
中
に
白
い
ペ
ン
キ
で
方
位

盤
を
描
く
と
言
う
の
が
一
番
経
費
が
か
か
ら
な
い
だ
ろ

う
。
カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
の
発
達
の
お
か
げ
で
一
見
無

駄
な
こ
と
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
自
分
の
立
つ
位
置
を
知

る
と
い
う
こ
と
は
と
て
も
重
要
な
こ
と
だ
。
交
差
点
に
方

位
盤
が
書
い
て
あ
れ
ば
小
学
生
だ
っ
て
方
位
に
敏
感
に
な

る
じ
ゃ
な
い
か
。

2 道行セ 2002 ,9



特
黛
/
軍
威
囲
五
年
鹿
道
路
開
襟
重
点
施
策

麗
麗
釀
孃
讓
盪
釀
獺
慶
鬘臘
饗
驚
鬱癩
癩
囃

『圓
監
蘂
週
省
重
点
施
策
』
に
つ
い
て

道
路
局
総
務
課
企
画
係

は
じ
め
に

今
年
度
の
重
点
施
策
は
、
当
面
す
る
課
題
に
つ
い
て
カ

ラ
ー
印
刷
を
採
用
す
る
等
、
よ
り
読
み
や
す
い
工
夫
を
加

え
、
去
る
八
月
八
日
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の

中
か
ら
道
路
局
関
連
部
分
の
主
要
施
策
等
を
紹
介
し
た

い
。

一

国
土
交
通
行
政
の
改
革

公
共
事
業
改
革
の
推
進

長
期
計
画
等
の
見
直
し

重
点
的
な
事
業
実
施

○
事
業
中
箇
所
へ
の
集
中
投
資
等
に
よ
る
事
業
の
ス
ピ

ー
ド
ア
ッ
プ

･
時
間
管
理
概
念
を
導
入
し
、
道
路
整
備
に
あ
た
っ

損
傷
を
早
期
に
発
見
し
て
補
修
す
る
、
計
画
的
な

て
供
用
目
標
を
公
表
し
た
う
え
で
事
業
を
実
施
。

道
路
資
産
管
理
手
法
(ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
)

総
合
的
な
コ
ス
ト
縮
減

を
導
入
。

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
整
備
の
推
進

･高
規
格
幹
線
道
路
に
お
け
る
追
越
区
間
付
き
二
車

線
構
造
の
導
入
、
一
･
五
車
線
的
道
路
整
備
な
ど
、

地
域
の
交
通
特
性
を
活
か
し
、
コ
ス
ト
縮
減
及
び

整
備
効
果
の
早
期
発
現
を
図
る
た
め
、
地
域
に
応

じ
て
道
路
構
造
基
準
を
見
直
し
。

効
率
性
の
向
上

○
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
活
用
と
適
切
な
維
持
管
理
･
更
新

の
推
進

.
道
路
施
設
の
長
寿
命
化
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス

ト
の
最
小
化
及
び
更
新
時
期
の
平
準
化
を
図
る
た

め
、構
造
物
の
点
検
手
法

･
評
価
手
法
を
見
直
し
、

道
路
資
産
管
理
手
法
(ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
)

を
導
入
。

･
路
上
工
事
に
伴
う
交
通
規
制
日
数
の
縮
減
を
図
る

た
め
、
実
施
日
時
管
理
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

三
大
都
市
を
中
心
に
面
的
集
中
工
事
と
工
事
後
の

掘
削
規
制
の
一
体
的
実
施
を
推
進
。

○
ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
の
戦
略
的
組
合
せ

･
違
法
路
上
駐
停
車
の
徹
底
排
除
を
進
め
、
安
全
で

円
滑
な
道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
三
大
都
市

圏
等
の
違
法
駐
停
車
が
特
に
激
し
い
幹
線
道
路
に

お
い
て
、
荷
捌
き
場
の
整
備
等
や
、
公
安
委
員
会

等
に
よ
る
取
締
り

,
啓
発
活
動
の
強
化
を
総
合

的
、
集
中
的
に
実
施
。

○
民
間
資
本

･
能
力
の
活
用
と
地
域
住
民
･
N
P
O
等
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民
間
と
の
連
携

･
効
率
的
か
つ
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
社
会
資
本

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
図
る
た
め
、
地
域
住
民
、
N
P

0
と
の
連
携
を
推
進
。

ー
道
路
管
理
に
お
け
る
市
民
参
画
シ
ス
テ
ム

(道

路
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
)
を
導
入
。

住
民
参
加
の
積
極
的
な
推
進

･
道
路
整
備
に
お
い
て
、
計
画
決
定
手
続
に
お
け
る

透
明
性

･
客
観
性

･
公
正
さ
を
確
保
し
、
市
民
参

画
の
取
組
み
を
推
進
す
る
た
め
、
構
想
段
階
で
の

市
民
参
画
型
道
路
計
画
プ
ロ
セ
ス
を
導
入
。

特
定
財
源
の
見
直
し

･
道
路
特
定
財
源
は
、
受
益
者
負
担
の
原
則
に
基
づ

き
道
路
の
主
た
る
利
用
者
で
あ
る
自
動
車
利
用
者

が
道
路
の
整
備
費
を
負
担
す
る
合
理
的
な
制
度
。

現
在
の
揮
発
油
税
等
を
特
定
財
源
と
す
る
措
置

及
び
道
路
特
定
財
源
諸
税
の
暫
定
税
率
は
一
四
年

度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
道
路
特
定

財
源
を
活
用
し
て
道
路
整
備
を
推
進
す
る
た
め
の

所
要
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
し
、
今
後
の
道
路

整
備
の
必
要
性
や
受
益
者
負
担
と
い
う
性
格
を
踏

ま
え
、
平
成
一
五
年
度
予
算
編
成
過
程
を
通
じ
見

直
し
。

国
庫
補
助
負
担
金
の
改
革

○
地
域
、
利
用
者
と
と
も
に
考
え
る
公
共
交
通

“の

推
進
･
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
地
元
目

,
治
体
や
事
業
者
と
と
も
に
推
進
し
、
公
共
交
通
機

関
の
利
便
性
の
向
上
を
促
進
。

･
地
方
運
輸
局
を
中
心
と
し
て
、
経
済
界
、
地
方
自

治
体
、
地
方
整
備
局
、
地
方
経
済
産
業
局
等
を
構

成
員
と
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
設
置
し
た
低
公
害

車
普
及
促
進
協
議
会
を
活
用
し
、
低
公
害
車
の
普

及
に
向
け
た
関
係
者
の
自
主
的
な
取
組
み
を
推
進

二

当
面
す
る
課
題
へ
の
対
応

禽
謎
面
の
関
係
上
項
目
の
み
列
挙
)

【
都
市
再
生

-

観
光
振
興
と
地
域
の
活
性
化

一
経
済
の
活
性
化

デ
フ
レ
の
反
転
、
民
需
の
拡
大
二

言

海
警
備
国
際
協
調
の
下
で
の
交
通
保
安
の
強
化

-
三

主
要
施
策
の
展
開

快
適
な
生
活
空
間
の
創
造

○
職
住
が
近
接
し
た
快
適
で
ゆ
と
り
あ
る
都
市
生
活
の

実
現
･
住
居
系
地
区
に
お
い
て
、
公
安
委
員
会
と
連
携
し

た
速
度
規
制
や
ク
ラ
ン
ク
、
ハ
ン
プ
、
狭
さ
く
等

の
設
置
に
よ
る
通
過
交
通
排
除
策
と
地
域
住
民
と

の
協
力
に
よ
る
無
電
柱
化
、
緑
化
等
の
生
活
環
境

向
上
策
を
集
中
的
に
行
う
モ
デ
ル
地
区
を
選
定

し
、
人
や
自
転
車
が
優
先
と
な
る
ゾ
ー
ン
の
形
成

を
促
進
。

少
子
･高
齢
社
会
へ
の
対
応

○
ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
両
面
で
連
続
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー

環
境
の
整
備

･
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
促
進

利
便
性
の
向
上

○
移
動
空
間
や
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上

･
道
路
な
ど
の
移
動
空
間
や
公
共
交
通
の
利
便
性
を

“

高
め
る
た
め
、
I
T
を
活
用
し
、

2

-
全
国
の
料
金
所
に
お
け
る
E
T
c
サ
ー
ビ
ス
の

楡

導
入
を
め
ざ
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
や
E
T
C

道

専
用
の
追
加
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
建
設
、
E

4

交
通
政
策
の
改
革
~
利
用
者
重
視
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
実

現
に
向
け
て

暮
ら
し

快
適
な
生
活
空
間
や
交
流
促
進
等
を
通
じ

た
豊
か
な
生
活
の
実
現



　　　　　　　　　　　　　　　　

e道路運送築者等への利用促進の働きかけ、
負担軽減等のインセンティブ付与
詩利用率の向上

町｢Cの頗餘廼値技師を活用した

T
C
利
用
者
に
特
化
し
た
多
用
な
料
金
施
策
の

実
施

(既
存
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
カ
ー
ド
･
回
数
券

割
引
に
つ
い
て
は
E
T
C
へ
の
集
約
化
を
め
ざ

す
)、
E
T
C
専
用
運
用
に
関
す
る
社
会
実
験

の
実
施
、
道
路
運
送
事
業
者
へ
の
E
T
C
利
用

促
進
の
働
き
か
け
及
び
負
担
軽
減
等
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
付
与
、
車
載
器
の
ビ
ル
ト
イ
ン
化
及

び
E
T
C
を
含
め
た
将
来
の
車
載
端
末
の
あ
り

4.E1rC対応料金所の拡充

e全国ネットワークへのサービス駁餓
(騨贈として,全てのloでETC対応)

e追加ICはETC専用"Cとして建設
e専用灘用に関する社会実践の実施 厩兎方式とレンタル方式を選択可

、き

方
等
、
道
路
行
政
と
自
動
車
交
通
行
政
の
連
携

も
図
り
つ
つ
総
合
的
な
E
T
C
普
及
促
進
策
を

展
開
。

ー
バ
ス
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
と
連
動
し
た
利

用
者
に
と
っ
て
の
最
適
経
路
選
択
支
援
シ
ス
テ

ム
の
構
築
、
評
価
等
公
共
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
る
と
と
も
に
、
パ
ー
ク
ア
ン
ド
バ
ス
ラ

イ
ド
等
の
利
用
促
進
策
を
実
施
。

･
路
面
電
車
等
の
建
設
等
に
関
す
る
基
準
に
つ
い

て
、
各
地
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
L
R
T
の

導
入
の
促
進
等
を
図
る
観
点
か
ら
見
直
し
を
実

施
。

｢
経
済

民
間
が
主
導
す
る
経
済
の
基
盤
強
化

一

図 ET C普及促進に向けた4つの総合政策

構
造
改
革
を
通
じ
た
産
業
基
盤
強
化

○
新
規
市
場
･
新
規
サ
ー
ビ
ス
の
創
出

□

･
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
環
境
等
に
係
る
新
技
術
を
活
用
し

鱗

つ
莢

通
シ
ス
テ
ム
を
革
新
す
る
潜
在
ヵ
を
秘
め

り

た
市
場
を
開
拓
す
る
た
め
･
自
動
車
向
け
燃
料
電

焼

池
の
技
術
研
究
開
発
及
び
実
用
化
の
推
進
o

再
円
滑
な
人
の
交
流
と
効
率
的
な
物
流
の
実
現

健
0
マ
ル
チ
モ
ー
ダ
ル
交
通
体
系
の
整
備

澂
異

な
る
モ
ー
ド
間
の
連
携
強
化
に
よ
る
乗
り
継

巾

ぎ
･
積
み
替
え
の
円
滑
化
な
ど
を
通
じ
て
ト
ー
タ

F
-

図

ル
な
利
便
性
の
向
上
を
図
る
た
め
、
空
港
、
港
湾
、

駅
等
の
拠
点
及
び
高
規
格
幹
線
道
路
並
び
に
こ
れ

ら
を
接
続
す
る
道
路
、
ア
ク
セ
ス
鉄
道
等
の
重
点

的
な
整
備
と
機
能
向
上
を
図
る

｢
マ
ル
チ
モ
ー
ダ

ル
交
通
体
系
連
携
整
備
事
業
｣
を
推
進

○
渋
滞
緩
和
･
解
消
に
向
け
た
ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
の
連

携
施
策
の
展
開

･
環
状
道
路
の
整
備
、
踏
切
道
の
改
良
等
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
交
通
結
節
点
の
改
善
等
公
共
交
通

サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る
な
ど
交
通
需

要
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(T
D
M
)
を
推
進
し
、
渋
滞

の
緩
和
･
解
消
を
図
る
。

○
物
流
効
率
化
に
資
す
る
陸
上
交
通
基
盤
の
整
備

･
広
域
物
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
資
す
る
高
規

格
幹
線
道
路
網
、
地
域
高
規
格
道
路
等
幹
線
道
路

網
の
整
備
等
や
、
都
市
内
物
流
の
効
率
化
に
資
す

る
路
上
荷
捌
き
施
設
の
整
備
等
を
実
施

○
交
通
分
野
の
情
報
化
の
推
進

･
I
T
S
の
推
進
。
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安
全
保
障
･
危
機
管
理
業
務
の
強
化

ハ
ー
ド
･
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
災
害
に
強
い
国
土
づ
く

　　○
情
報
防
災
の
推
進

･
I
T
を
活
用
し
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
な
監
視
な
ど
に

よ
る
道
路
管
理
･
防
災
の
高
度
化

･
効
率
化
。

安
全

国
土
交
通
に
お
け
る
高
度
な
安
全
保
障

災
の
推
進

防

1.E1rC利用者に特化した酌引

e回数券との競争力を確保する劃引鯛皮
9巣り漣き解度の鉱充等

ゐ現行ストップ型割引との鰻争力確保
暇夜のハイウェイカード･回教勢の朝引は、
将来的に庚止し、ETCに鱒約 一

で
施策の選択肢抵当 ･商用軍運行世囲

･音寮韓の配偶サービス{ブロードバンド)

つビルトイン化推進のための条件整理等
箒単餓器の付加価値の向上(マルチ化)



○
安
全

･
安
心
な
地
域
づ
く
り
を
支
え
る
重
点
的
な
防

災
対
策
の
推
進

･
豪
雨
等
に
よ
る
地
域
の
孤
立
を
解
消
す
る
た
め
、

医
療
機
関
へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ど
人
命
の
安
全
や
安

心
を
確
保
す
る
生
命
線
と
な
る
幹
線
道
路
を
計
画

的
に
整
備
。

総
合
的
な
交
通
安
全
対
策
の
強
化

0
I
T
等
新
技
術
を
活
用
し
た
次
世
代
の
交
通
安
全
対

策
の
推
進

･
I
T
を
活
用
し
た

｢
ス
マ
ー
ト
ウ
ェ
イ
｣
の
整
備

に
向
け
た
研
究
開
発

･
実
用
展
開
を
図
り
、
安

全
･
快
適
に
移
動
で
き
る
環
境
整
備
を
推
進
。

○
地
域
住
民
等
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
た
総
合
的
な
交

通
安
全
対
策
の
推
進

･
地
域
住
民
等
と
作
成
し
た
ヒ
ヤ
リ
･
ハ
ッ
ト
地
図

等
を
活
用
し
て
要
対
策
エ
リ
ア
を
選
定
し
、
エ
リ

ア
内
で
道
路
構
造
や
交
通
規
制
に
よ
り
、
歩
車
分

離
ま
た
は
歩
行
者
優
先
が
確
保
さ
れ
た

｢あ
ん
し

ん
歩
行
エ
リ
ア
｣
の
形
成
を
新
た
に
実
施
。

○
科
学
的
、
客
観
的
分
析
を
踏
ま
え
た
交
通
事
故
対
策

の
推
進

･幹
線
道
路
の
死
傷
事
故
率
も
考
慮
し
抽
出
し
た
事

故
危
険
箇
所
で
の
重
点
的
対
策
の
実
施
及
び
事
故

調
査

･
分
析
体
制
等
評
価
シ
ス
テ
ム
を
強
化
。

｢
環
境

地
球
環
境
か
ら
身
近
な
生
活
環
境
ま
で
の
単

一
全
創
造

一

循
環
型
社
会
の
構
築

人
類
の
生
存
の
基
盤
と
な
る
地
球
環
境
の
保
全

○
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進

･
次
世
代
低
公
害
車
の
開
発
を
通
じ
、
交
通
環
境
負

荷
を
低
減
。

･
吸
収
源
対
策
と
し
て
、
道
路
緑
化
を
推
進
。

○
燃
料
電
池
の
開
発
･
普
及

･
燃
料
電
池
自
動
車
に
つ
い
て
、
平
成
一
七
年
か
ら

の
普
及
に
向
け
て
、
試
験
的
に
率
先
導
入
す
る
と

と
も
に
、
ト
ン
ネ
ル
非
常
用
施
設
の
設
置
基
準
等

を
検
討
す
る
燃
料
電
池
自
動
車
実
用
化
促
進
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
。

健
全
で
恵
み
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
･
再
生

日
常
生
活
や
社
会
活
動
の
周
辺
環
境
の
保
全
･
改
善

○
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
対
策

･
大
都
市
圏
に
お
け
る
自
然
環
境
の
保
全
を
図
る
た

め
、
緑
の
拠
点
の
形
成
、
公
園
、
河
川
、
道
路
の

連
携
に
よ
る

｢緑
の
回
廊
構
想
｣
の
推
進
。

○
道
路
交
通
環
境
対
策
を
は
じ
め
と
す
る
生
活
環
境

保
全
･
改
善

･
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
等
の
T
D
M
施
策
に

よ
る
沿
道
環
境
の
改
善

･
保
全
。

地
域
自
ら
の
選
択
に
よ
る
地
域
づ
く
り

○
地
域
の
選
択
を
可
能
と
す
る
制
度
の
充
実

･
地
元
の
策
定
す
る
計
画
に
基
づ
い
て
進
め
る
地
域

づ
く
り
施
策
や
統
合
補
助
金
な
ど
地
域
が
選
択
可

能
な
助
成
制
度
に
よ
り
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し

た
個
性
豊
か
な
発
展
を
支
援
。

自
立
的
な
地
域
圏
の
形
成
と
交
流
の
促
進

○
地
域
間
･
地
域
内
交
流
の
促
進

･
高
規
格
幹
線
道
路
等
全
国
の
自
動
車
専
用
道
路
や

地
域
間
･
地
域
内
の
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ

い
て
、
既
存
施
設
の
有
効
活
用
や
、
地
域
内
道
路

で
の
一
･
五
車
線
的
道
路
整
備
な
ど
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
規
模

･
規
格
に
よ
り
充
実
を
図
り
、
地

域
の
交
流
を
促
進

･
平
成

一
七
年
三
月
に
合
併
特
例
法
の
期
限
を
控

え
、
市
町
村
の
合
併
が
本
格
化
す
る
こ
と
か
ら
、

合
併
に
資
す
る
事
業
の
優
先
採
択
や
、
対
象
が
複

数
の
市
町
村
で
あ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
業
等

で
あ
っ
て
、
合
併
し
て
一
市
町
村
と
な
っ
た
場
合

に
は
複
数
市
町
村
と
し
て
取
り
扱
う
等
不
利
益
を

除
去
す
る
施
策
に
よ
り
、
市
町
村
合
併
を
支
援

個
性
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
各
地
に
お
け
る
取

組
み
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地
域

魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た
自
立
的
地
域
経
済

社
会
の
形
成



特
築
/
軍
戚
E
轟
鮮
麗
道
路
開
襟
重
点
施
策

〃圏譲
翹議
獺巍
壤
讓
麗
鰡
讓
釀
騨
議
穰
蝋
蟻
繍隣
閣
鰯

…
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
を
用
い
た
評
価
シ
ス
テ
ム
の

事
業
執
行
プ
ロ
セ
ス
へ
の
導
入
-

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

と
と
も
に
、
再
評
価
制
度
も
導
入
し
て
い
る
。
平
成
=

け
て
、
｢評
価
｣
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
さ
ら
に
、
平
成

年
度
に
は
さ
ら
に
一
歩
進
め
て
、
事
後
評
価
を
試
行
的
に

一
五
年
度
以
降
は
、
こ
れ
ら
の
、
個
別
の
事
業
評
価
と
施

導
入
し
、
平
成
一
三
年
度
に
は
直
轄
区
間
に
お
い
て
事
後

策
評
価
を
車
の
両
輪
と
す
る
い
わ
ば
フ
ル
セ
ッ
ト
の
評
価

評
価
を
本
格
的
に
導
入
し
た
。

,
シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
、
予
算
編
成
や
毎
年
の
事
業
執
行

一
方
、
個
別
の
事
業
で
は
な
く
、
道
路
行
政
全
般
に
関

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
る

(図
2
)。

一
道
路
行
政
に
お
け
る
評
価
の
体
系
と
導
入

の
経
緯

行
政
に
お
け
る
評
価
シ
ス
テ
ム
と
し
て
は
、
平
成
一
四

年
四
月
に

｢行
政
評
価
法

(行
政
機
関
の
行
う
政
策
の
評

価
に
関
す
る
法
律
)｣
が
施
行
さ
れ
、
平
成
一
四
年
度
よ

り
、
新
規
施
策
や
個
々
の
公
共
事
業
、
研
究
開
発
等
に
対

す
る
様
々
な
評
価
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

道
路
行
政
に
お
い
て
は
、
こ
れ
よ
り
早
く
、
平
成
五
年

よ
り
、
有
識
者
に
よ
る

｢道
路
投
資
の
評
価
に
関
す
る
指

針
検
討
委
員
会
｣
を
設
置
し
、
個
別
の
事
業
に
対
す
る
評

価
の
手
法
に
関
す
る
検
討
を
始
め
た
。
そ
の
結
果
を
受
け

て
平
成
人
年
度
に
は

｢費
用
便
益
分
析
｣
を
用
い
た
新
規

事
業
採
択
時
評
価
を
試
行
的
に
開
始
し
、
平
成
一
〇
年
度

か
ら
は
、
新
規
事
業
採
択
時
評
価
の
本
格
実
施
を
始
め
る

導
入
し
、
平
成
一
三
年
度
に
は
直
轄
区
間
に
お
い
て
事
後

評
価
を
本
格
的
に
導
入
し
た
。

一
方
、
個
別
の
事
業
で
は
な
く
、
道
路
行
政
全
般
に
関

し
て
も
、
平
成
五
年
に
策
定
さ
れ
た

｢第
=
次
道
路
整
備

五
箇
年
計
画
｣
よ
り
、
指
標
を
用
い
た
業
績
目
標
を
提
示

す
る
な
ど
、
｢評
価
｣
の
概
念
を
導
入
し
て
き
た
。
ま
た
、

平
成
一
〇
年
に
策
定
さ
れ
た
｢新
道
路
整
備
五
箇
年
計
画
｣

で
も
指
標
を
用
い
た
業
績
目
標
が
提
示
さ
れ
て
お
り
、
平

成
一
二
年
以
降
は
業
績
の
達
成
度
を
測
定
し
、
｢交
通
安

全
対
策
｣
や

｢渋
滞
対
策
｣
と
い
っ
た
、
｢施
策
｣
毎
の

成
果
に
対
す
る
評
価

(｢施
策
評
価
｣
)
を
行
っ
て
い
る

(図
1
)。

こ
の
よ
う
に
、
道
路
行
政
は
、
他
の
公
共
事
業
に
先
駆

二

着
手
時
か
ら
事
業
完
了
後
ま
で
の
一
貫
し

た
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム

｢事
業
評
価
｣
に
は
、
段
階
に
応
じ
て
三
種
類
あ
る
。

第
一
段
階
は
事
業
着
手
時
に
行
う
新
規
事
業
採
択
時
評
価

で
あ
り
、
事
業
に
よ
っ
て
い
か
な
る
効
果
が
あ
る
か
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
際
、
社
会
的
な
効
果
を

定
量
的
に
明
ら
か
に
す
る

｢費
用
便
益
分
析
｣
を
行
い
、

事
業
の
投
資
が
ど
れ
だ
け
の
効
果
を
生
む
か
を
表
す

｢費

用
便
益
比
｣
が
一
･
五
を
下
回
る
事
業
を
採
択
し
な
い
こ でき講義薙ぎ愛護瀬野や漱ぎさきき,総連悦遥かながさ

7
,
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政府等の動き l 道路行政に題する動き

｢旗敞d.窕I閨韓 ず事業評価｣関連 『施泉霊箪｣関連 蹟国霊

H 5
米国で政府活動成果法 第=次道路整備五艫年計画で ｢道路投資の評価に関する

(G P R A )制定 指標を用いた紫績目搦を提示 研究会｣を設置

H 6
^

H 7

、

H B
新規採択時評価の
試行開始

H 9
総理大臣｢再評価熟議｣導入を増示

道路審議会建議 ｢評価システム｣ 導入を提言公共事檗関係6省庁
『再評価シスチ対導入を決定

H 10 . 中央省庁等改革基本法で
第l2次道路整備五箇年計画でぎ 新規採択時評価･再評価を

『学ん繭｣を位譜付娑ナ 指標を用いた葬籟目標を提示、 本格実施

H =
事後群価の
試行開始

H 12
五箇年計画の中間年度において
‐ 指鰐の菜積測定を案施

H 13
『行政機関が行う政策の評価に関する法律｣倣策評価鋤公布 五箇年計画の指纏の 直轄事業について

政府の政策評価『襟型的ガイドヌン｣策定 繋穢測定を嚢施 事後評価を本格実施

『政策評価法｣施行

年度

H f4 U

図 1 道路行政における 信平価｣ をめぐる経緯

l事業評価 l

着工" 備

　　　　　
　　　　　 　

　　

　　　　 　　　　
　　　　 　　 　　

　　　　　　　　 　　 　　
　　　　　　　　　　 　　　　 　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　 　　　　　　　 　　　　　　　
難 ◎鱗醸しロ…蹴 醐皹1月より絆甥轍醸鶯
　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　 　　　　　

l施設評価 l

　 　　　　　 　　 　　　　　 　　施“癬閑窃個画･立案

幇羨凰蕁簾ごつも冨g昭囮難h 観8鑿鞠 チェック 国腓涵す団雌隙珍基蠅袖K端指標爾鰐ル
ー･し

粥施療U術涎隣総て二もて、掘りR概説橋副詞聽刻施

図 2 道路行政における評価の体系

8 道行セ 2002,9



と
に
よ
り
、
よ
り
効
果
の
高
い
事
業
を
峻
別
す
る
。

第
二
段
階
は
、
事
業
に
着
手
し
た
後
、
五
年
間
た
っ
て

も
実
際
の
工
事
が
始
ま
ら
な
い
か
、
一
〇
年
間
経
て
も
完

成
し
な
い
事
業
に
つ
い
て
行
う

｢再
評
価
｣
で
あ
る
。
再

評
価
の
結
果
、
十
分
な
効
果
の
発
揮
が
期
待
で
き
な
い
と

さ
れ
た
事
業
は
中
止
さ
れ
る
。

第
三
段
階
は
、
完
成
後
に
行
う

｢事
後
評
価
｣
で
あ
る
。

事
後
評
価
の
結
果
、
予
想
通
り
の
成
果
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
事
業
に
つ
い
て
は
、
成
果
を
得
る
た
め
に
必
要
な
改
善

を
行
う
。
ま
た
、
事
後
評
価
に
よ
り
得
ら
れ
た
知
見
は
、

新
た
な
計
画
策
定
に
も
活
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
o

三

ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
を
用
い
た
施
策
評
価
シ

ス
テ
ム

1

ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
を
用
い
た
事
業
執
行

次
に
、
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
を
用
い
た
施
策
評
価
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

ま
ず
、
渋
滞
に
よ
る
時
間
の
ロ
ス
を
合
計
し
た

｢渋
滞

損
失
時
間
｣
や
、
一
台
の
自
動
車
が
一
億
蹴
走
る
間
に
事

故
に
遭
う
確
率
を
表
す

｢死
傷
事
故
感土

な
ど
の
ア
ウ
ト

カ
ム

(成
果
)
指
標
を
平
成
一
五
年
度
か
ら
導
入
し
、
こ

れ
ら
を
用
い
て
道
路
行
政
に
お
け
る
各
施
策
の

｢業
績
｣

が
わ
か
る
よ
う
に
す
る
。

次
に
、
こ
れ
ら
の
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
を
用
い
て
、
道
路

整
備
に
よ
る
成
果
の
｢目
標
｣
を
設
定
す
る
。
目
標
値
は
、

全
国
は
も
ち
ろ
ん
、
東
北
地
方
や
近
畿
地
方
と
い
っ
た
地

方
ご
と
、
場
合
に
よ
っ
て
は
都
道
府
県
ご
と
や
国
道
事
務

所
ご
と
に
も
設
定
し
、
公
表
す
る
。
次
に
、
各
地
の
国
道

事
務
所
や
地
方
整
備
局
は
、
こ
れ
に
基
づ
き
、
行
う
べ
き

事
業
を
選
定
す
る
。
例
え
ば
、
渋
滞
を
表
す
指
標
の
業
績

が
悪
く
、
大
幅
な
改
善
が
必
要
な
場
合
は
、
立
体
交
差
化

や
バ
イ
パ
ス
の
整
備
な
ど
に
重
点
を
絞
っ
た
計
画
を
作

り
、
必
要
な
予
算
要
求
を
行
う
。

そ
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果

と
、
必
要
な
費
用
を
勘
案
し
、
｢現
状
の
数
値
が
著
し
く

低
い
｣
｢施
策
が
効
率
的
で
目
標
達
成
の
可
能
性
が
高
い
｣

等
の
条
件
を
満
た
す
事
業
に
予
算
が
優
先
的
に
配
分
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
。

ま
た
、
事
業
が
実
施
さ
れ
た
結
果
、
ど
の
よ
う
な
効
果

が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
ア
ウ
ト
カ
ム
指

標
を
用
い
て
計
測
し
、
道
路
事
業
の

｢業
績
｣
を
測
定
す

る
。
そ
れ
ら
の

｢業
績
｣
は
、
例
え
ば

｢
一
年
に
渋
滞
に

よ
っ
て
損
し
て
い
る
時
間
が
ど
れ
く
ら
い
減
っ
た
の
か
｣

と
か
、
｢
一
台
の
車
が
一
億
虹
走
る
間
に
事
故
に
遭
う
確

率
が
ど
れ
く
ら
い
減
っ
た
の
か
｣
と
い
っ
た
よ
う
に
、
ア

ウ
ト
カ
ム
指
標
を
用
い
た
わ
か
り
や
す
い
形
で
示
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
こ
れ
ら

｢業
績
｣
は
、
予
想
通
り
で
あ
っ
た
か

ど
う
か
、
予
想
と
舵
離
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
原
因
は
何

か
と
い
っ
た
分
析
を
行
い
、
そ
の
結
果
は
翌
年
度
の
予
算

の
配
分
や
事
業
の
展
開
方
針
に
反
映
さ
せ
る
。

ま
た
、
業
績
に
つ
い
て
は
毎
年
度
業
績
を
測
定
し
、

｢業
績
報
告
書
｣
と
し
て
と
り
ま
と
め
、
イ
ン
タ
1
ネ
ッ

ト
等
を
通
じ
、
一
般
に
公
開
す
る
。

毎
年
業
績
を
測
定
す
る
主
要
な
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
の
現

況
値
と
、
平
成
一
九
年
の
目
標
値
は
、
表
-
に
示
す
と
お

り
で
あ
る
。
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2

主
要
な
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
の
定
義

上
記
の
主
要
の
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
の
定
義
は
、
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

①
渋
滞
損
失
時
間
･
損
失
金
額

｢渋
滞
損
失
時
間
｣
は
、
渋
滞
が
な
い
場
合
の
所
要

時
間
と
実
際
の
所
要
時
間
の
差
を
車
種
別
に
算
出
し
、

車
種
別
平
均
乗
車
人
数
を
か
け
た
も
の
で
あ
り
、
｢損

失
金
額
｣
は
こ
れ
に
車
種
別
時
間
価
値
を
か
け
た
も
の

で
あ
る
。

②
路
上
工
事
時
間

｢路
上
工
事
時
間
｣
は
、
道
路
延
長
一
如
あ
た
り
の

路
上
工
事
に
伴
う
交
通
規
制
時
間

(年
間
延
べ
時
間
)

と
し
て
定
義
す
る
。

③
都
市
計
画
道
路
が
整
備
さ
れ
た
市
街
地
に
居
住
す
る
人

口
比
率
本
指
標
は
、
市
街
化
区
域
、
用
途
地
域
内
の
人
口
集

中
地
区
内

･
外
に
お
け
る
都
市
計
画
道
路
が
整
備
さ
れ

て
い
る
割
合
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
区
域
に
居
住
す
る
人
口

で
重
み
付
け
し
て
平
均
し
た
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ

る
。



④
自
動
車
専
用
道
路
交
通
分
担
率

｢自
動
車
専
用
道
路
の
交
通
分
担
率
｣
は
、
自
動
車

専
用
道
路
の
走
行
台
キ
ロ
を
全
て
の
道
路
の
走
行
台
キ

ロ
で
割
っ
た
も
の
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。

⑤
日
常
活
動
圏
間
交
流
ル
ー
ト
確
保
率

ま
ず
、
日
々
の
活
動

(通
勤

･
通
学
、
買
い
物
等
)

を
行
う
圏
域
と
し
て

｢日
常
活
動
圏
｣
を
定
義
す
る
。

こ
の

｢日
常
活
動
圏
｣
は
、
平
均
通
勤
時
間
が
一
時
間

程
度

(社
会
生
活
基
本
調
査
報
告

総
務
省
)
で
あ
る

こ
と
、
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス

(社
会
福
祉
施
設
)
の
提

供
範
囲
が
一
時
間
程
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
｢二
次
生

活
圏
｣
(地
方
生
活
圏
要
覧

国
土
交
通
省
総
合
政
策

局
事
業
調
整
官
室
)を
基
礎
に
定
義
す
る
も
の
で
あ
る
。

｢日
常
活
動
圏
間
交
流
ル
ー
ト
確
保
率
｣
は
、
改
良

表 1 主要なアウトカム指標の現況値とH 19年目標値

主要テーマ 指標名 平成14年現況値 平成19年目標値

縦と経生る
み

再
よ
復

･
市
に
回

･郡
携
の

1
~
速
力

(1) 渋滞損失時間･損失金額
渋滞による損失時間 38.1億人時間/

年 33.1億人時間/
年

波涛による損失金額 11.6兆円/年 11.6兆円/年

(2) 路上工事時間 275時間ノキロ･年 2割削減

(3) 都市計画道路が整備された市街地に居住する人口比率 鰍 彬
(4) 自動車専用道路交通分担率 彰 影
(5) 日常活動圏間交流ルート確保率 皺 聯
(6) 日常活動園中心･への安定到達率 影 聯
(7) E T C利用率 協 鰯

齪
し
勣
暮
絢
a
性
~

(8) バリアフリー化率 彬 彬
(9) 無電柱化率(幹線道路) 聯 彰

で
保
心
瘡義a護
(10) 交通事故死者率･死傷事故率 瀦蠕 年ロキ台/′RUu 年□キ億~取

鱗
年ロキ憶解122 年ロキ億解118

(11) 災害時救援ルート確保率 彬 靴
{12) 構造物保全率 彫 鰯
(13) 機能維持指数 鋭 鰄燃

綴

創全驫顎
を

(14) NOかSPM環境目標達成率
率途標願め 鯛畿鰺 鯛偽磁

瀞轢 蹴定 湖絲膨
Q5) 夜間騒音要請限度達成率 “ 概
(16) 自動車C02排出削減量 ー 奔①承"

月′
革
ピ

‐

改
夕
)

の
ン
上

政
ウ
向
樒
務
道
(
テ

(17) 利用者満足度 鯨 鯨

(18) 情報公開度

数スセク′ジ一べムーホ 婢練 年.11H億

穂朴サ凪繊 鰊 琥

済
み
の
道
路
で
連
結
さ
れ
て
い
る
隣
接
す
る
日
常
活
動

圏
中
心
都
市
間
数
を
全
て
の
隣
接
す
る
日
常
活
動
圏
中

心
都
市
間
数
で
割
っ
た
も
の
と
し
て
定
義
す
る
。
た
だ

し
、
こ
こ
で

｢改
良
済
み
｣
と
は
、
最
小
車
道
部
幅
員

五
･
五
m
以
上
が
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
言
い
、
対

象
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
一
般
国
道
及
び
都
道
府

県
道

(地
域
高
規
格
含
む
)
と
す
る
。

⑥
日
常
活
動
圏
中
心
へ
の
安
定
到
達
率

安
定
到
達
率
は
、前
述
の
各
日
常
活
動
圏
に
お
い
て
、

圏
域
内
の
各
人
口
メ
ッ
シ
ュ
(
一
蝋
)か
ら
、
日
常
活
動

圏
の
核
と
な
る
都
市
の
中
心
部
ま
で
の
最
短
時
間
経
路

を
選
択
し
、
経
路
上
の
道
路
の
改
良
率
を
当
該
メ
ッ
シ

ュ
人
口
に
乗
じ
た
も
の
を
足
し
合
わ
せ
、
日
常
活
動
圏

人
口
総
計
で
割
っ
た
も
の
と
し
て
定
義
す
る
。

⑦
E
T
C
利
用
率

｢E
T
C
利
用
率
｣
は
、
E
T
C
が
導
入
さ
れ
て
い

る
入
口
料
金
所
に
お
け
る
E
T
C
車
の
交
通
量
を
、
そ

れ
ら
の
料
金
所
に
お
け
る
総
交
通
量
で
除
し
た
も
の
と

し
て
定
義
さ
れ
る
。

⑧
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
率

｢バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
率
｣
は
、
主
要
な
旅
客
施
設
周

辺
に
お
け
る
主
な
道
路
に
対
す
る
、
バ
リ
ァ
フ
リ
ー
化

削　

さ
れ
た
道
路
の
延
長
の
割
合
と
し
て
定
義
さ
れ
る
。

⑨
無
電
柱
化
率

(幹
線
道
路
)

ャ酪

｢無
電
柱
化
率

(幹
線
道
路
)｣
は
、
市
街
地
、
歴
史

景
観
地
区
の
幹
線
道
路
延
長
の
う
ち

｢電
柱

･
電
線
の

m



な
い
状
態

(=
無
群
鞄
柱
化
)｣
で
あ
る
道
路
延
長
の
割

合
と
し
て
定
義
す
る
。

⑩
交
通
事
故
死
者
率
･
死
傷
事
故
率

｢交
通
事
故
死
者
率
｣
は
年
間
死
者
件
数
を
自
動
車

走
行
台
キ
ロ
で
除
し
た
値
、
｢死
傷
事
故
率
｣
は
年
間

死
傷
事
故
件
数
を
自
動
車
走
行
台
キ
ロ
で
除
し
た
値
と

し
て
定
義
す
る
。

⑪
災
害
時
救
援
ル
ー
ト
確
保
率

｢災
害
時
救
援
ル
ー
ト
確
保
率
｣
は
、
防
災

･
震
災

対
策
が
完
了
し
て
い
る
道
路
で
連
結
さ
れ
て
い
る
隣
接

す
る
日
常
活
動
圏
中
心
都
市
を
少
な
く
と
も
一
つ
確
保

し
て
い
る
日
常
活
動
圏
中
心
都
市
数
の
、
全
て
の
日
常

活
動
圏
中
心
都
市
数
に
対
す
る
割
合
で
あ
る
。

⑫
構
造
物
保
全
率

｢構
造
物
保
全
求土
は
、
管
内
直
轄
国
道
に
お
け
る
、

道
路
構
造
物
が
健
全
と
判
断
さ
れ
る
道
路
延
長
の
割
合

で
あ
る
。

⑬
機
能
維
持
指
数

｢機
能
維
持
指
数
｣
は
、
直
轄
国
道
、
道
路
関
係
四

公
団
管
理
道
路
に
お
い
て
、
日
常
の
道
路
の
維
持
管
理

と
し
て
行
わ
れ
る
巡
回
、
清
掃
散
水
、
街
路
樹
剪
定
、

法
面
除
草
の
実
施
回
数
を
各
々
の
標
準
実
施
回
数
で
除

し
、
一
〇
〇
を
乗
じ
た
数
値
と
し
て
定
義
す
る
。

⑭
朧
、
眺
環
境
目
標
達
成
率

｢樽
環
境
目
標
達
成
率
｣
は
自
動
車
職
･
刑
法

(自

動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化
物
及
び
粒
子
状
物
質

の
特
定
地
域
に
お
け
る
総
量
の
削
減
等
に
関
す
る
特
別

も
の
と
し
て
定
義
す
る
。

措
置
法
)
の
対
策
地
域
内
の
測
定
局

(目
排
局
、
常
観

⑱
情
報
公
開
度

局
)
の
う
ち
、
鱒
測
定
値
が
環
境
基
準
を
達
成
し
て

情
報
公
開
の
取
り
組
み
の
度
合
い
を
測
定
す
る
た

い
る
測
定
局
の
割
合
と
し
て
、
ま
た
、
｢
鯏
環
境
目
標

め
、
｢情
報
公
開
度
｣
と
し
て
、
｢ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク

達
成
率
｣
は
自
動
車
朧
･
捌
法
の
対
策
地
域
内
の
自

セ
ス
数
｣
と

｢道
路
I
R
サ
イ
ト
評
点
｣
の
二
つ
の
指

排
局
の
う
ち
、
酬
測
定
値
が
環
境
目
標

(洲
の
大
気
中

標
を
定
義
す
る
。

濃
度
の
う
ち
自
動
車
交
通
の
寄
与
分
を
半
減
さ
せ
た
場

｢ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ク
セ
ス
数
｣
は
、
道
路
関
係
ウ

合
の
濃
度
以
下
)
を
達
成
し
て
い
る
測
定
局
の
割
合
と

エ
ブ
サ
イ
ト
と
携
帯
電
話
向
け
サ
ー
ビ
ス
の
ア
ク
セ
ス

し
て
そ
れ
ぞ
れ
定
義
さ
れ
る
。

数
の
合
計
と
し
て
定
義
す
る
。

夜
間
騒
音
要
請
限
度
達
成
率

｢道
路
I
R
サ
イ
ト
評
占
邑
は
、
道
路
I
R
サ
イ
ト

｢夜
間
騒
音
要
請
限
度
達
成
率
｣
は
環
境
基
準
類
型

(民
間
企
業
の
I
R
活
動
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
財

指
定
地
域
お
よ
び
騒
音
規
制
区
域
い
ず
れ
か
の
指
定
の

務
関
連
デ
ー
タ
や
渋
滞
損
失
デ
ー
タ
、
事
業
評
価
の
結

あ
る
区
域
を
通
過
す
る
一
般
国
道
約
一
九
、
0
0
0
踊

果
等
を
提
供
す
る
特
別
サ
イ
ト
)
の
、
民
間
の
I
R
サ

に
対
し
て
、
夜
間
騒
音
要
請
限
度
を
達
成
し
て
い
る
区

イ
ト
格
付
け
機
関
に
よ
る
評
点
と
し
て
定
義
す
る
。

首行セ 20029 77

局
)
の
う
ち
、
鱒
測
定
値
が
環
境
基
準
を
達
成
し
て

い
る
測
定
局
の
割
合
と
し
て
、
ま
た
、
｢
鯏
環
境
目
標

達
成
率
｣
は
自
動
車
軋
･
捌
法
の
対
策
地
域
内
の
目

排
局
の
う
ち
、
酬
測
定
値
が
環
境
目
標

(洲
の
大
気
中

濃
度
の
う
ち
自
動
車
交
通
の
寄
与
分
を
半
減
さ
せ
た
場

合
の
濃
度
以
下
)
を
達
成
し
て
い
る
測
定
局
の
割
合
と

し
て
そ
れ
ぞ
れ
定
義
さ
れ
る
。

⑮
夜
間
騒
音
要
請
限
度
達
成
率

｢夜
間
騒
音
要
請
限
度
達
成
率
｣
は
環
境
基
準
類
型

指
定
地
域
お
よ
び
騒
音
規
制
区
域
い
ず
れ
か
の
指
定
の

あ
る
区
域
を
通
過
す
る
一
般
国
道
約
一
九
、
0
0
0
踊

に
対
し
て
、
夜
間
騒
音
要
請
限
度
を
達
成
し
て
い
る
区

間
の
延
長
の
割
合
と
し
て
定
義
す
る
。

⑩
自
動
車
①
排
出
削
減
量

｢全
国
で
の
自
動
車
か
ら
の
①
排
出
削
減
量
｣
は
平

成
一
五
年
度
以
降
、
道
路
整
備
を
含
め
対
策
が
な
さ
れ

な
か
っ
た
と
仮
定
し
た
場
合
の
予
測
丸
排
出
量
と
、

実
績
の
排
出
量
と
の
差
分
と
し
て
定
義
す
る
。

⑰
利
用
者
満
足
度

｢利
用
者
満
足
度
｣
は
、
道
路
の
利
用
者
で
あ
る
国

民
を
対
象
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
用
い
た
、

道
路
全
般
に
対
す
る
満
足
度

(利
用
者
満
足
度
)
の
測

定
結
果
で
あ
り
、
五
段
階
評
価
の
結
果
に
そ
れ
ぞ
れ
五

点
、
四
点
、
三
点
、
二
点
、
一
点
を
付
し
て
平
均
し
た

四

お
わ
り
に

こ
こ
ま
で
、
道
路
行
政
に
お
い
て
平
成
一
五
年
度
よ
り

導
入
す
る
評
価
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
こ
れ
ら

評
価
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
情
報
や
、
ア
ウ
ト
カ
ム
指
標
の

現
況
値
、
目
標
値
、
個
別
事
業
評
価
の
結
果
等
、
評
価
に

関
連
す
る
デ
ー
タ
に
関
し
て
は
、
道
路
I
R
サ
イ
ト

(ぽ
宮
"
"
名
鶏
日
三
旛
o磨
ぎ
"島
"

に
掲
載
し
、
広
く
一

般
に
公
開
し
て
い
る
の
で
、
参
考
と
さ
れ
た
い
。



特
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/
平
成
霞
五
年
鹿
道
路
関
係
重
点
施
策
-竇薹
蠣嶬
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踵
嶬
鬘
讓
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滕讓
鬘
綴れ麗
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鬘
鷲
鷲
朧鮒

騰
上
工
事
の
効
率
化
及
鬱
、
週
蹄
ユ
ー
ザ
と

遭
騰
行
政
の
新
た
な
バ
…
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

道
路
局
国
道
課

一

施
策
の
必
要
性

路
上
工
事
に
対
し
て
は
道
路
ユ
ー
ザ
か
ら
の
不
満
の
声

が
高
い
。
｢
い
つ
も
同
じ
場
所
で
工
事
を
行
っ
て
い
る
。｣

｢年
末

･
年
度
末
に
な
る
と
路
上
工
事
の
数
が
多
く
な

る
。｣
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
実
状
を
見

る
と
、
東
京
二
三
区
の
場
合
、
平
成
四
年
度
に
比
較
し
て

平
成

一
三
年
度
の
路
上
工
事
の
件
数
は
半
減
し
て
い
る

(図
1
参
照
)。
さ
ら
に
、
路
上
工
事
の
内
訳
を
見
る
と
、

東
京
二
三
区
の
場
合
、
約
四
分
の
三
を
電
気

･
ガ
ス
･
上

下
水
道
な
ど
の
占
用
企
業
者
に
よ
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
工
事

が
占
め
て
い
る

(図
2
参
照
)。
路
上
工
事
も
内
容
は
多

様
で
あ
り
、
決
し
て
同
じ
よ
う
な
工
事
を
繰
り
返
し
て
い
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る
わ
け
で
は
な
く
、
生
活
に
直
結
し
た
必
要
不
可
欠
な
工

事
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
路
上

工
事
に
対
す
る
道
路
利
用
者
か
ら
の
不
満
の
声
は
、
な
お

依
然
と
し
て
大
き
く
、
ま
た
、
路
上
工
事
が
都
市
部
の
道

路
交
通
に
工
事
渋
滞
を
も
た
ら
し
て
い
る
こ
と
は
明
確
で

あ
り
、既
存
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
と
い
う
観
点
か
ら
も
、

更
な
る
路
上
工
事
の
削
減
に
対
す
る
努
力
を
重
ね
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

二

施
策
の
ポ
イ
ン
ト
･
概
要

1

従
来
か
ら
の
取
組
み

路
上
工
事
の
縮
減
に
関
し
て
は
、
従
来
よ
り
様
々
な
試

み
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て
推
進
す
る
施
策

を
紹
介
す
る
。

①

共
同
施
工
･
集
中
工
事
の
実
施

道
路
管
理
者

･
占
用
企
業
者
等
が
同
じ
ポ
イ
ン
ト
で

の
掘
り
返
し
を
、
同
一
時
期
に
一
斉
に
行
う
共
同
施
工

及
び
一
定
の
区
間
･
区
域
を
定
め
て
、
そ
の
範
囲
内
で

集
中
的
に
工
事
を
実
施
す
る
集
中
工
事
を
推
進
す
る
。

ど
ち
ら
も
、
工
事
期
間
を
集
中
し
、
何
度
も
掘
り
返
し

を
行
う
こ
と
を
抑
制
す
る
こ
と
で
全
体
と
し
て
の
施
工

期
間
の
短
縮
を
図
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
関
係
者
間

の
調
整
が
必
要
で
あ
る
が
、
大
都
市
圏
で
は
実
績
が
あ

り
、
今
後
さ
ら
に
推
進
す
る
。

②

新
技
術
の
導
入

(非
開
削
工
法
の
導
入
)

路
上
工
事
実
施
に
伴
う
、
車
道
部
や
歩
道
部
へ
の
交

通
の
影
響
を
軽
減
す
る
よ
う
な
新
工
法
の
導
入
を
推
進

す
る
。
新
工
法
の
例
と
し
て
非
開
削
工
法
が
あ
る

(図

3
参
照
)
。
こ
れ
は
歩
道
の
マ
ン
ホ
ー
ル
等
か
ら
工
事

を
行
う
こ
と
で
車
道
部
へ
の
交
通
規
制
を
行
わ
ず
に
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
等
の
整
備
や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
行
う
工
法

等
が
あ
る
。
東
京
都
で
は
平
成
一
三
年
度
に
合
計
三
〇

七
件
の
導
入
実
績
が
あ
る
が
、
こ
う
し
た
新
工
法
の
導

入
を
更
に
促
進
す
る
。

③

共
同
溝
整
備
の
推
進

共
同
溝
は
電
力
線
、
上
下
水
道
管
、
ガ
ス
管
、
通
信

線
等
を
収
容
す
る
空
間
で
あ
り
、
共
同
収
容
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
整
備

･
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

等
に
よ
る
路
上
工
事
を
恒
久
的
に
縮
減
す
る
こ
と
が
可

歩道のマンホ-ルから老朽管を補強

最新の工法です

図3 非開削工法のイメージ

道路を掘り返さずに
工事ができます

能
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
災
害
等
に
対
す
る
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
保
護
や
そ
の
後
の
復
旧
を
早
期
に
進
め
る
上
で
も

有
効
で
あ
る

(図
4
参
照
)。
昭
和
三
八
年
に

｢共
同

溝
の
整
備
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
｣
が
設
置
さ
れ
て

以
来
、
本
格
的
な
整
備
が
な
さ
れ
、
平
成
一
四
年
度
末

ま
で
に
全
国
で
約
四
九
〇
如
が
整
備
さ
れ
る
予
定
で
あ

り
、
今
後
も
継
続
し
て
整
備
を
推
進
す
る
。

2

新
た
な
取
組
み

前
述
の
よ
う
な
取
組
み
に
よ
っ
て
、
東
京
二
三
区
の
路

上
工
事
に
件
数
が
最
近
一
〇
年
間
で
半
減
す
る
な
ど
一
定

の
成
果
を
挙
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
路
上
工
事
に
対
す
る

批
判
は
依
然
と
し
て
強
く
、
更
な
る
施
策
の
実
施
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
、
今
後
実
施
す
る
新
た
な
取
組

共同溝整備後

図 4 共同溝整備のイメージ

道路を掘り返さずに
維持管理ができます

滴考千セ 20029 7,?



み
に
関
し
て
紹
介
す
る
。

①

掘
削
規
制
区
間
の
拡
大

一
つ
目
は
掘
削
規
制
区
間
の
拡
大
で
あ
る
。
こ
れ
は

一
度
掘
削
を
行
っ
た
場
所
に
関
し
て
は
五
年
間
は
同
じ

場
所
の
掘
削
を
原
則
認
め
な
い
と
い
う
従
来
の
施
策
を

線
的
に
拡
大
し
、
路
上
工
事
を
行
っ
た
地
点
を
含
む
主

要
交
差
点
間
に
お
い
て
掘
削
規
制
を
行
う
も
の
で
あ

る
。
こ
の
施
策
実
施
に
よ
っ
て
、
同
じ
場
所
を
掘
削
し

て
い
る
と
い
う
従
来
の
路
上
工
事
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

を
払
拭
す
る
だ
け
で
な
く
、
同
一
主
要
交
差
点
間
の
工

事
が
集
中
化

･
効
率
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
路
上
工
事

縮
減
を
も
図
る
も
の
で
あ
る
。
平
成
一
四
年
度
内
に
東

京
都
内
で
試
行
的
に
実
施
し
、
平
成
一
九
年
度
ま
で
に

は
全
国
の
直
轄
国
道
で
実
施
す
る
方
針
で
あ
る
。

②

面
的
集
中
工
事
十
掘
削
規
制
の
一
体
的
実
施

都
市
内
の
幹
線
道
路
等
に
囲
ま
れ
た
区
域
を
指
定

し
、
当
該
区
域
で
面
的
集
中
工
事
を
実
施
し
た
後
は
、

緊
急
工
事
等
を
除
き
、
原
則
と
し
て
路
上
工
事
を
規
制

す
る
施
策
で
あ
る
。
集
中
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ
る

作
業
の
効
率
化
が
図
ら
れ
、
工
事
日
数
の
縮
減
に
資
す

る
も
の
で
あ
る
。
従
来
よ
り
面
的
集
中
工
事
の
実
施
例

は
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
掘
削
規
制
期
間
を
設
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
路
上
工
事
の
効
率
化
を
強
化
す
る
も
の

で
あ
る
。
前
述
の
掘
削
規
制
の
拡
大
が
線
的
に
路
上
工

事
の
縮
減
を
図
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
本
施
策
は

区
域
を
指
定
し
て
、
面
的
に
路
上
工
事
の
縮
減
を
図
る

こ
と
を
狙
い
と
し
て
い
る
。
平
成
一
四
年
度
内
に
名
古

屋
市
で
試
行
的
に
実
施
し

(図
5
参
照
)
、
平
成
一
五

年
度
以
降
に
三
大
都
市
を
中
心
に
実
施
個
所
を
拡
大
す

る
方
針
で
あ
る
。

③

路
上
工
事
実
施
日
時
管
理
の
徹
底

前
述
の
二
つ
の
施
策
は
路
上
工
事
の
数
を
縮
減
す

る
、
い
わ
ば

｢量
的
縮
減
｣
の
施
策
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
路
上
工
事
に
伴
う
交
通
渋
滞
の
緩
和
を
有
効
に
推

進
す
る
た
め
に
は
、
交
通
量
の
多
い
日
時
に
お
け
る
路

上
工
事
を
特
に
厳
し
く
縮
減
す
る
、
い
わ
ば
施
策
の

｢質
的
向
上
｣
が
必
要
で
あ
る
。
道
路
管
理
者
と
占
用

企
業
者
等
が
行
う
協
議
会
等
の
場
を
活
用
し
て
、
一
定

以
上
の
交
通
量
を
示
す
日
時
に
お
け
る
路
上
工
事
の
縮

減
を
働
き
か
け
る
方
策
を
推
進
す
る
。

④

情
報
提
供
の
充
実

路
上
工
事
に
伴
う
工
事
渋
滞
を
軽
減
す
る
た
め
に

は
、
路
上
工
事
の
削
減
と
同
時
に
、
路
上
工
事
に
関
す

る
情
報
提
供
を
行
い
、
事
前
に
工
事
箇
所
を
回
避
す
る

よ
う
ド
ラ
イ
バ
ー
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
路
上
工
事
に
関
す
る
情
報
提
供
は
従
来
よ
り
行
わ

れ
て
き
た
が
、
さ
ら
に
効
果
を
高
め
る
よ
う
、
テ
レ

ビ
･
ラ
ジ
オ
･
新
聞
広
告
等
の
媒
体
を
通
じ
た
情
報
提

供
や
路
上
工
事
情
報
を
提
供
す
る
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
利
用
し
や
す
く
改
良
す
る
な
ど
、
情
報
提
供
の

充
実
を
行
う

(図
6
参
昭
巴
。

{施策の内容 i

□碗搦 焉 -- -- &講 話.--連
中笙鑑空母襞李

匪m m モデル工事実施区域

(4車線以上の道路(国道1号および市道)に囲まれた区域)
　

　
　

　

　

　
　　鞠もと
□
鋼

図5 面的集中十掘削規制の流れと名古屋市での試行エリア

　　　　　　　　　　章蘂鑓盛観史童繋議朧箇所を驚盗

L施策の効果 i
①面鈎嬢中工事･掘削規制の爽施による
工事期間の短縮に伴う交鐵規制日数の箱
緘.それによる路上工事渋滞の緩和

指廣区蝿砲撥蟯錢霧藝塾疊聾工事競観眠
く制限特に嚢施される工事については、

(H I 8 ~ l , )



事務所のホームページに
おいても、同じような地図
上で、路上工事情報を分

路上工事情報をFMラジ
オおよびテレビを通じて

次覊誇行事舵臼はフ樗浚B曰く日}です.

霧定,試園全の鷁壷“工事弓理路や霰しでいTぜ,のンテフ汐交しむ讓〃ユ“【伊△▲“爾t貸すとぼ辷

新聞広告等によって、東
京都内の路上工事情報
を提供

　
　　

　
　

　　
事
お

三

施
策
の
目
標

路
上
工
事
の
縮
減
を
徹
底
す
る
た
め
に
ア
ウ
ト
カ
ム
指

標
と
し
て

｢路
上
工
事
時
間
｣
を
設
定
し
た
。
こ
れ
は
年

間
一
蹴
あ
た
り
の
路
上
工
事
に
伴
う
交
通
規
制
時
間
を
表

し
て
い
る
。
な
お
、
現
況
値
は
直
轄
国
道
全
線
平
均
で
約

二
七
五
時
間
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
二
面
走
る
と
一
件
の
工

事
に
遭
遇
す
る
割
合
で
あ
る
。
こ
れ
を
平
成
一
五
年
度
~

一
九
年
度
の
五
年
間
を
か
け
て
二
割
縮
減
す
る
。
前
述
の

よ
う
な
路
上
工
事
の
合
理
化
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、

路
上
工
事
に
よ
る
交
通
渋
滞
を
緩
和
し
、
現
在
の
道
路
イ

ン
フ
ラ
の
更
な
る
有
効
活
用
を
図
る
。

図 6 路上工事情報提供の充実

一

施
策
の
必
要
性

持
続
可
能
な
経
済

･
社
会
の
構
築
と
安
全
で
安
心
で
き

る
暮
ら
し
の
充
実
を
図
る
た
め
に
は
、
道
路
事
業
の
透
明

性
や
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
向
上
が
必
要
で
あ
る
。
道

路
行
政
に
対
し
て
道
路
ユ
ー
ザ
か
ら
の
不
満
の
声
が
高
い

の
は
道
路
の
維
持
管
理
に
関
す
る
事
項
で
あ
り

(図
7
参

照
)
、
維
持
管
理
に
対
す
る
道
路
ユ
ー
ザ
の
意
見
を
集
約

し
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
作
り
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
市
民
参
画
型
の
道
路
管
理
手
法

｢道
路
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
｣
を
導
入
す
る
。

二

施
策
の
ポ
イ
ン
ト
･
概
要

道
路
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
、
｢公
｣

と

｢私
｣
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
地
域
ニ
ー
ズ
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図 7 内容別苦情処理件数の推移
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新
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な
パ
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ト
ナ
ー
シ
ッ
プ



に
即
し
た
道
路
管
理
を
展
開
す
る
た
め
、
地
域
と
一
体
と

な
っ
て
道
路
管
理
に
お
け
る
サ
ー
ビ
ス
目
標
等
を
設
定
す

る
管
理
計
画
の
策
定
や
実
施
･
結
果
の
評
価
を
行
う
市
民

参
画
型
の
道
路
管
理
手
法
で
あ
る
。
道
路
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
流
れ
は
図
8
の
よ
う
に
表
現
さ
れ

る
。
従
来
よ
り
道
路
管
理
の
実
施
段
階
に
お
け
る
市
民
参

画
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

推
進
し
て
い
る
。
こ
れ
は
地
域
住
民
団
体
等
が
道
路
管
理

者
と
協
定
し
、
道
路
の
美
化
活
動
等
を
行
い
、
そ
れ
を
用

具
の
支
給
等
に
よ
り
道
路
管
理
者
が
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
る
。
実
施
団
体
数
は
平
成
三
一年
度
末
の
四
〇
に

対
し
、
一
年
後
の
平
成
一
四
年
度
末
に
は
三
〇
七
と
人
情

近
く
に
増
加
し

(図
9
参
照
)、
道
路
ユ
ー
ザ
と
道
路
行

政
が
一
体
と
な
っ
た
道
路
管
理
を
実
施
す
る
体
制
が
急
速

に
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

三

平
成
一
五
年
度
の
展
開

z6 道イテセ 2002.9

平
成
一
五
年
度
に
は
全
国
約
一
0
箇
所
を
モ
デ
ル
箇
所

と
し
て
道
路
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
試
行
す

る
。
今
後
さ
ら
に
道
路
ユ
ー
ザ
ー
と
道
路
行
政
と
が
一
体

と
な
っ
た
道
路
管
理
を
推
進
す
る
。

H l3.3米 田 37 末 H l31 2束 H l4.3末

図 9 ボランティアサポートプログラムの実施団体数の推移
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Û

qu

QU

リム

リム

‘1

･l

実
施
団
体
数

、計画 襄施 価評

礬
型

劫箒
勘
1

ト
ー琳榊痔弘 齪

て

こ 繊
戚
窄

よ

聽

夘
=1鰯
簸

剥

効繃

陀鱗
瓦解

ン

緘
図 8 道路パフォーマンスマネジメントの流れ



7
r
74

超
謂
蟹箱翼
影内鮨
特
簾
/
攣
威
綱
距
箪
鷹
道
路
関
係
重
点
施
簾

巍
翼
讓
癩
閼麗
礬
艶
險熱
淺
濶
鵺
離
鱗
嗣
閣
議
願
満
講

　
　

　
　
　　
　　　

　

き
鰡

　　
　

ミ

ニ丁
･

る

道

嫌
傘
で
飜
心
で
き
る
暮
ら
し
⑭
轤
保
と

範
邇
◎
賞
⑭
向
上

道
路
局
地
方
道
･
環
境
課

一

概

要

。

即

死
鰯
者
数

00

平
成
一
三
年
の
交
通
事
故
死
者
数
は
八
、
七
四
七
人
と

村
約

酬が
鬘鮴撒

'-
'‐盤
ヤミ
:
::ミ
ー

ノ

-

人

死

!

惚
:
を
、
"~!
′
＼
;

群
〆畿
圓
f

圓
獲
,

r

人‘''‐ 人譜89鮒u
さ
る
バ
スーー!

＼

!
'
‐

･#

瀦
;
"
メ
サ
リテ

年
ぶ
り
に
九
、
0
0
0
人
を
下
回
る
も
の
の
、
死
傷

.--
ー
J
M-◆
↑-"
-!!
↓!!
-
-i
T
J
“
1
入
'
i

計

-

　
　

　

　
　
　

　

　

　
　

　
　

　
　

　

.留

め
r
l
l
乱
ノ
ー
ー
-
-
#
l
人
)

川
畑
!

㈲
適

者
数
は
=
年
連
続
し
て
増
加
を
続
け
、
四
年
連
続
で
過

図 1 交通事故死者数と死傷者数の推移

H協交通統計 )

去
最
悪
を
大
幅
に
更
新
し
約
一
一
九
万
人
に
達
す
る
な

-
ー
l

-

0
.･

…

"
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
伏
况
に
あ
り
ま
す

(図
1
)。

』

;
･繃
ミ:::~
な
ぜノ

-

-
臨
起

汝

4
グ
･

~
!

、
》
"
-

-

,
･
き
ク

人

死

./

騨
酵

ま
た
、
我
が
国
の
交
通
事
故
の
特
徴
と
し
て
は
、
幹
線

“

=

キ

、
榔
榔
l--
--主
ー
ー
i
iiilせ
ま
!ー
-ー
!-!
!

(

冨
笏

-

道
路
の
六
%
の
区
間
の
う
ち
五
三
%
の
死
傷
事
故
が
集
中

8

‐

　
　　
　
　

　
　　
　
　

　

し
て
い
る
こ
と
や
、
歩
行
中
･
自
転
車
乗
車
中
死
者
数
は

、

銭
(
近
l
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図 2 単路部における道路延長と死傷事故件数の関係
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中
で
、
誰
も
が
安
全
に
安
心
し
て
活
動
し
、
社
会
参
加
で

き
る
生
活
空
間
の
形
成
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
交
通
バ
リ

ア
フ
リ
ー
法
が
平
成

一
二
年

一
一
月
に
施
行
さ
れ
る
な

ど
、
歩
行
空
間
に
お
け
る
連
続
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が

重
要
視
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
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近
年
に
お
い
て
、
歩

行
者

･
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転
車
等
を
優
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し
た
道
路
整
備
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無
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柱
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図 5 安全対策のための道路整備の面からのニーズ

%

･-'
‐i11-
-ー
ー
-
-
‘/
′{、n
v

,
4 0

る
要
望
が
高
ま
っ
て
お
り
ま
す

(図
5
)。

こ
れ
ら
の
現
状
を
踏
ま
え
、
安
全
な
生
活
環
境
の
確
保

を
図
る
た
め
、
幹
線
道
路
に
お
け
る
事
故
危
険
箇
所
で
の

集
中
的
な
対
策
や
、
生
活
道
路
を
中
心
と
し
た
面
的
･
総

合
的
な
交
通
安
全
対
策
を
推
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
住
居

系
･
商
業
系
地
区
に
お
い
て
、
歩
行
者
･
自
転
車
の
安
全

で
快
適
な
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
関
係
機
関
や
地
域
の

方
々
と
の
連
携
の
下
、
沿
道
空
間
と
一
体
と
な
っ
た
み
ち

へ
の
再
生
を
図
る
と
と
も
に
、
通
過
交
通
の
排
除
や
車
利

用
の
制
限
、
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
自
転
車
利

用
環
境
の
推
進
、
無
溝
凰
柱
化
等
を
推
進
し
ま
す
。

三

｢安
全
な
生
活
環
境
の
確
保
｣
に
資
す
る

交
通
安
全
対
策

1

事
故
危
険
箇
所
緊
急
対
策
事
業

幹
線
道
路
の
安
全
性
を
効
率
的

･
効
果
的
に
高
め
る
た

め
、
事
故
率
の
高
い
事
故
危
険
箇
所
に
お
い
て
、
交
差
点

改
良
等
の
事
故
対
策
を
集
中
的
に
進
め
ま
す
。

2

あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
形
成
事
業

市
街
地
内
の
事
故
発
生
割
合
の
高
い
地
区
に
お
い
て
、

歩
行
者
等
を
優
先
す
る
道
路
構
造
等
に
よ
り
安
全
な
通
行

経
路
が
確
保
さ
れ
た

｢あ
ん
し
ん
歩
行
エ
リ
ア
｣
を
形
成

す
る
た
め
、
公
安
委
員
会
の
速
度
規
制
等
と
併
せ
て
、
歩

道
の
設
置
や
歩
行
者
優
先
道
路
の
整
備
等
を
面
的
･総
合

的
に
進
め
ま
す

(図
6
)。

ヱ8 道イテセ 2002.9
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図 4 自宅からの距離別死亡事故発生状況



3

事
故
分
析
･
評
価
シ
ス
テ
ム
の
充
実

事
故
分
析
の
充
実
及
び
事
故
対
策
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄

積

･
活
用
に
よ
り
、
効
率
的
･
効
果
的
な
事
故
対
策
を
進

め
る
た
め
、
警
察
と
連
携
し
た
事
故
の
調
査

･
分
析
体
制

の
強
化
、
対
策
の
事
後
評
価
に
専
門
家
の
知
見
を
活
用
し

ま
す
。

三

安
全
で
快
適
な
人
優
先
の
み
ち
へ
の
再
生

1

み
ち
再
生
事
業
の
拡
充

市
街
地
内
の
生
活
道
路
を
安
全
で
快
適
な
空
間
と
す
る

た
め
、
地
域
の
方
々
と
共
に
道
の
使
い
方
を
見
直
し
、
沿
道

空
間
と
一
体
と
な
っ
た
使
い
や
す
い
み
ち
へ
再
生
し
ま
す
。

R
U

　
　 6 あんしん歩行エリアのイメージ

2

｢く
ら
し
の
道
ゾ
ー
ン
｣
の
形
成

住
居
系
地
区
に
お
い
て
、
車
よ
り
も
歩
行
者
等
の
安

全
･
快
適
な
利
用
を
優
先
し
、
質
の
高
い
生
活
環
境
を
創

出
す
る

｢く
ら
し
の
道
ゾ
ー
ン
｣
を
形
成
す
る
た
め
、
モ

デ
ル
地
区
を
選
定
し
、
通
過
交
通
の
徹
底
排
除
と
、
沿
道

と
協
働
し
た
道
路
緑
化
、
無
電
柱
化
等
に
取
組
み
ま
す

(図
7
)。

3

歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

主
要
な
鉄
道
駅
等
を
中
心
と
す
る
地
区
に
お
い
て
、
高

齢
者
、
身
体
障
害
者
等
に
配
慮
し
た
安
全
で
快
適
な
歩
行

空
間
を
確
保
す
る
た
め
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ

き
、
主
要
な
鉄
道
駅
等
を
中
心
と
す
る
地
区
に
お
い
て
、

　　　
道 2002.9 Z9

図7 くらしの道ゾーンのイメージ
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バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
た
歩
行
空
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備

を
進
め
ま
す
。

4

自
転
車
利
用
環
境
の
整
備

自
転
車
利
用
者
に
対
す
る
交
通
安
全
の
確
保
を
図
り
、

自
動
車
交
通
か
ら
自
転
車
交
通
へ
の
転
換
を
促
し
地
球
環

境
問
題
に
貢
献
す
る
た
め
、
自
転
車
道
や
駐
輪
場
の
整
備

を
進
め
ま
す
。

四
･無
電
柱
化
に
よ
る
美
し
い
街
並
み
の
形
成

都
市
景
観
の
向
上
、
安
全
で
快
適
な
通
行
空
間
の
確
保

等
を
図
る
た
め
、
ま
ち
な
か
の
幹
線
道
路
に
お
け
る
電
線

類
の
地
中
化
を
引
き
続
き
重
点
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、

中
規
模
程
度
の
商
店
街
や
住
居
系
地
域
、
歴
史
的
景
観
地

区
な
ど
の
非
幹
線
道
路
に
つ
い
て
も
無
器
凰
柱
化
を
進
め
、

面
的
な
整
備
を
推
進
し
ま
す

(図
8
)。

五

ハ
ー
ド

･
ソ
フ
ト

一
体
と
な
っ
た
総
合

的
･
集
中
的
駐
車
施
策
の
推
進

違
法
路
上
駐
車
の
徹
底
排
除
を
進
め
、
安
全
で
円
滑
な

道
路
交
通
を
確
保
す
る
た
め
、
三
大
都
市
圏
等
に
お
い
て

違
法
駐
車
が
特
に
激
し
い
幹
線
道
路
を
モ
デ
ル
路
線
と
し

て
選
定
し
、
荷
捌
き
停
車
帯
の
整
備
や
カ
ラ
ー
舗
装
に
よ

る
駐
停
車
禁
止
区
域
の
明
示
、
公
安
委
員
会
等
に
よ
る
取

締
り
や
啓
発
活
動
の
強
化
等
を
総
合
的
･集
中
的
に
実
施

し
ま
す
。

今まではまちなかの幹線道路中心

を̂),
みる“〉 もも入

これまでは主に幹線道路で整備を推進

連続的な整備
安全で快適な歩行空間の

く歴史的景観地区>

歴史景観の向上

これからは住居系地域等においても面的に整備を推進

図 8 電線類地中化の整備対象箇所
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特
集
/
平
成
一
五
年
度
道
路
関
係
重
点
施
策

溺襲
藁
鱗
孃
鱸
癩
釀
釀
鬘
臓鬘
薑
釀
鱸
臟
鱗
讓

魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
た

自
立
的
地
域
経
済
社
会
の
形
成

~
地
域
に
応
じ
た
構
造
基
準
の
見
直
し
…

道
路
局
企
画
課
構
造
基
準
係

景
観
や
自
然
環
境
に
配
慮
し
た
地
域
に
な
じ
む
道
づ
く

り
の
推
進
、
道
路
整
備
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と
整
備
コ
ス

ト
の
大
幅
縮
減
、
歩
行
者

･
自
転
車
交
通
量
の
重
視
が
求

め
ら
れ
る
な
か
、
道
路
の
確
保
す
べ
き
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル

を
明
確
化
し
、
全
国
一
律
の
構
造
規
格
で
あ
っ
た
と
こ
ろ

に
つ
い
て
、
地
域
に
応
じ
た
き
め
細
か
な
道
路
構
造
基
準

(ロ
ー
カ
ル
ル
ー
ル
)
を
策
定
し
、
道
路
整
備
に
適
用
す

る
こ
と
と
し
て
い
る
。

現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
具
体
的
な
内
容
は
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
形
式
の
簡
素
化
を
図
る

(図
1
)。

2

地
域
高
規
格
道
路

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
と
し
て
概
ね
六
○
如
/
h
以

上
を
確
保
す
る
こ
と
と
し
、
車
線
数
要
件

(四
車
線
以
上

↓
二
車
線
以
上
)、
設
計
速
度
要
件

(八
〇
鬮
/
h
以
上

↓
六
0
m
/
h
以
上
)、
自
動
車
専
用
道
路
要
件
等
の
緩

和
を
行
い
、
可
能
な
場
合
は
別
線
を
新
た
に
整
備
せ
ず
、

現
道
を
活
用
す
る
こ
と
も
可
能
と
す
る

(図
2
)。

3

乗
用
車
専
用
道
路

都
市
内
に
お
け
る
渋
滞
対
策
の
た
め
の
車
線
確
保
の
方

策
と
し
て
、
乗
用
車
の
み
を
対
象
と
す
る
車
道
で
あ
る
乗

用
車
専
用
道
路
を
導
入
す
る

(図
3
)。
現
在
想
定
し
て

い
る
設
計
車
両
で
は
、
車
長
六
･
o
m
、
車
幅
二
･
o
m
、

車
高
二
･
八
m
、
荷
重
三
t
と
し
て
お
り
、
横
断
面
構
成

の
縮
小
や
縦
断
勾
配
の
緩
和
が
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。

4

山
間
部
の
交
通
量
の
少
な
い
道
路

中
山
間
地
域
に
お
い
て
、
最
低
限
必
要
な
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
短
期
間
で
整
備
し
、
交
通
安
全
や
一
定
の
旅
行

速
度
等
を
確
保
す
る
た
め
、
｢1
.
5
車
線
的
道
路
整
備
｣

を
導
入
し
、
二
車
線
改
良
、
一
車
線
改
良
十
待
避
所
設
置
、
視

距
確
保
等
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
整
備
を
行
う

(図
4
)。

5

歩
道
･
自
転
車
道

自
転
車
、
歩
行
者
等
の
空
間
を
自
動
車
空
間
か
ら
独
立

し
て
位
置
づ
け
る

｢
モ
ジ
ュ
ー
ル
型
｣
の
道
路
構
造
を
採

用
し
、
歩
道
、
自
転
車
道
等
の
た
め
の
空
間
に
つ
い
て
、

適
切
な
幅
員
決
定
方
法
を
設
定
す
る
。

1

高
規
格
幹
線
道
路

必
要
な
サ
J
ビ
ス
レ
ベ
ル
と
し
て
八
〇
踊
/
h
以
上
を

確
保
す
る
こ
と
と
し
、
将
来
も
交
通
量
が
少
な
い
と
見
込

ま
れ
る
路
線
へ
の
迫
越
区
間
付
き
二
車
線
構
造
の
導
入
や

道々テセ 2002.9 れ
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図 1 高規格幹線道路の構造見直しイメージ

線形劣悪 ･通行規制区間

線形劣悪 ･通行規制区間

新規整備区間

図 2 地域高規格道路における現道活用のイメージ
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図 3 乗用車専用道路のイメージ
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図4 1 5車線的道路整備のイメージ
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道路局総務課

本
年
も
八
月
一
〇
日
の

｢道
の
日
｣
を
記
念
し
て
、
道

路
関
係
団
体
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
て
い
る

｢道
の
日
｣
実

行
委
員
会

(会
長
…綿
貫
民
輔
氏
)
に
よ
る
中
央
行
事
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一
七
回
目
を
迎
え
た
今
年
の
中
央
行
事

｢道
の
日
｣
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
2
は
、
｢見
つ
め
て
み
よ
う

未

来
へ
の
み
ち
｣
を
テ
ー
マ
に
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
の
文
京
シ

ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
と
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
テ
ー
ジ
の
新

宿
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
エ
ア
の
二
箇
所
に
お
い
て
幅
広
い

層
の
皆
さ
ま
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ

日

時
…平
成
一
四
年
八
月
一
〇
日

(土
)

時

間
三

四
"
0
0
~

一
六

…
三
0

(開
場
一
三
…

0
0
)

場

所
…
文
京
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル

大
ホ
ー
ル

｢道
の
日
｣
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
2
メ
イ
ン
ス
テ

ー
ジ
は
永
井
美
奈
子
さ
ん
の
司
会
の
も
と
、
文
京
シ
ビ
ッ

ク
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
に
お
い
て
は
主
催
者
代
表

(海
野
代
表
幹
事
)
か
ら
の

｢み
ち
は
人
が
作
っ
た
社
会
の
財
産
で
す
。
私
た
ち
み
ん

な
の
財
産
で
す
。
こ
の
財
産
に
日
頃
か
ら
愛
情
を
も
っ
て

接
し
て
い
く
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
私
た
ち

は
考
え
て
い
ま
す
。｣
と
の
挨
拶
あ
と
、
間
日
本
道
路
協

会
主
催
の

｢わ
く
わ
く
ロ
ー
ド
探
偵
団
｣
に
参
加
し
、
名

古
屋
の
道
路
施
設
を
見
学

･
取
材
し
た
三
名
の
豆
記
者
が

主
催
者
代
表
と
と
も
に
開
会
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
司
会
の
永
井
美
奈
子
さ
ん
よ
り
三
名
の
豆
記
者
へ
の

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
道
路
施
設

を
見
学
し
た
感
想
な
ど
を
元
気
に
報
告
し
、
和
気
あ
い
あ

い
と
し
た
ム
ー
ド
で
ス
テ
ー
ジ
は
始
ま
り
ま
し
た
。

次
の
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
推
進
標
語
表
彰
式
で
は
、

国
土
交
通
大
臣
賞

(最
優
秀
作
)、
道
路
局
長
賞

(優
秀

作
)
の
表
彰
が
行
わ
れ
、
佐
藤
道
路
局
長
よ
り
表
彰
状
、

審
査
員
の
山
田
美
保
子
さ
ん

(放
送
作
家
･
コ
ラ
ム
ニ
ス ブニング

首矛〒セ 20029 a ?

見つめてみよう 末来へのみち



ト
)
よ
り
盾

･
記
念
品
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
四
、
七
五
二
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
森
奈
摘

さ
ん

(千
葉
県
東
葛
飾
郡
沼
南
町
)
の

｢
ゆ
ず
り
合
い

さ
せ
る
ゆ
と
り
を

つ
く
る
道
｣
が
国
土
交
通
大
臣
賞
に

輝
き
ま
し
た
。

そ
し
て
ス
テ
ー
ジ
は
、
テ
レ
ビ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組

で
も
お
な
じ
み
の
清
水
圭
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
司
会

の
永
井
美
奈
子
さ
ん
と
の

｢道
の
日
｣
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ト

ー
ク
シ
ョ
ー
へ
と
移
り
ま
す
。
は
じ
め
は
清
水
さ
ん
の
ご

趣
味
で
あ
る
サ
ッ
カ
ー
や
サ
ー
フ
ィ
ン
の
お
話
か
ら
は
じ

ま
り
、
サ
ー
フ
ィ
ン
等
に
行
く
と
き
に
利
用
す
る
高
速
道

路
の
お
話
、
そ
し
て
E
T
C
に
関
し
て
の
お
話
ま
で
、
ユ

ー
モ
ア
を
交
え
た
興
味
深
い
お
話
で
進
ん
で
い
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
後
半
で
は
、
こ
の
後
の

コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
し
て
い
た
だ
く
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ
ス
ト

の
千
住
真
理
子
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
日
本
と

海
外
の
道
路
事
情
の
違
い
に
つ
い
て
の
お
話
等
を
展
開
し

て
い
き
ま
し
た
。

最
後
に
千
住
真
理
子
さ
ん
と
新
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
合
奏

団
に
よ
る

｢道
の
日
｣
ス
ペ
シ
ャ
ル
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
が
始
ま
り
ま
し
た
。
千
住
真
理
子
さ
ん
は
二
〇
〇

一
年
一
〇
月
か
ら
二
〇
0
二
年
三
月
ま
で
放
映
さ
れ
た
N

H
K
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

｢ほ
ん
ま
も
ん
｣
の
音
楽
を

担
当
す
る
な
ど
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
だ
け
で
な
く
、

一

｢道路ふれあい月間｣ 推進標語表彰式

｢道の日｣ フレンドリートークショー

｢道の日｣ スペシャルヴァイオリンコンサート



般
の
方
に
も
広
く
お
馴
染
み
の
方
で
す
。
今
回
は
皆
さ
ま

に
耳
馴
染
み
の
曲
を
中
心
に
演
奏
し
て
い
た
だ
き
、
お
よ

そ
一
、
五
〇
〇
名
の
お
客
さ
ま
で
ほ
ぼ
満
員
の
会
場
は
千

･住
さ
ん
と
合
奏
団
が
奏
で
る
楽
器
の
音
色
に
酔
い
し
れ
、

最
後
の
最
後
ま
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

サ
テ
ラ
イ
ト
ス
テ
ー
ジ

日

時
…平
成
一
四
年
八
月
一
〇
日

(土
)

時

間
"
一
三
…
0
0
~

一
人

"
0
0

場

所
…新
宿
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
エ
ア

(新
宿
駅
東

口
駅
前
イ
ベ
ン
ト
広
場
)

議

｢道の日｣ クイズ大会

賑わいをみせた会場

!によるステージショー

D o n D o ko D o nによるステージショー

　

　

　　
　

　

　
　

　　
　
　　
　
　
　

ブ

^

｢道
の
日
｣
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
2
サ
テ
ラ
イ
ト

ス
テ
ー
ジ
は
新
宿
駅
東
口
駅
前
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
あ
る

新
宿
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
エ
ア
に
て
吉
本
興
業
若
手
タ
レ

ン
ト
の
カ
ラ
テ
カ
司
会
の
も
と
始
ま
り
ま
し
た
。
一
三
時

か
ら

｢道
の
日
｣
を
国
民
の
祝
日
と
す
る
た
め
の
署
名
の

呼
び
か
け
や
、
｢道
の
日
｣
啓
蒙
チ
ラ
シ
の
配
布
、
さ
ら

に
ス
テ
ー
ジ
上
で
の

｢道
の
日
｣
P
R
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
一
五
…
O
O
~
と
一
七

…
〇
〇
~
の
二
回
に
わ

た
り

｢道
の
日
｣
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
ス
テ
ー
ジ
が
開
催
さ
れ
、

吉
本
興
業
タ
レ
ン
ト
で
テ
レ
ビ
の
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
番
組
で

も
人
気
の
D
o
n
D
o
k
o
D

o

n
と
ニ
ブ
ン
ノ
ゴ
ー
･に

よ
る
コ
ン
ト
や

｢道
｣
に
関
す
る
ク
イ
ズ
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
真
夏
の
炎
天
下
の
中
で
の
屋
外
イ
ベ
ン
ト
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
た
い
へ
ん
多
く
の
お
客
さ
ま
に
集
ま
っ
て

い
た
だ
き
、
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
同
様
、
ス
テ
ー
ジ
は
大
変

な
盛
り
上
が
り
を
み
せ
ま
し
た
。

最
後
に

｢道
の
日
｣
実
行
委
員
会
で
は
、
メ
イ
ン
･
サ
テ
ラ
イ

ト
両
会
場
に
て

｢道
の
日
｣
を
国
民
の
祝
日
と
す
る
た
め

の
運
動
と
し
て
、
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
て
、
署
名
を
集

め
、た
い
へ
ん
多
く
の
方
々
の
署
名
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の

｢道
の
日
｣
中
央
行
事
を
通
じ
、
多
く
の

方
々
に

｢道
の
日
｣
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
ま
た

｢道
の

日
｣
を
契
機
に
、
改
め
て
道
路
の
役
割
･
重
要
性
を
理
解

し
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

"首キ〒ヤ うnnつ0 9に



r遭囃ふれあい月間｣衞事緘薔

｢逍
蹄
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
行
事
報
告
に
つ
い
て

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

官
庁
街
道
路
清
掃
)｣
が
実
施
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、
国
道
一
号

(桜
田
通
り
)
の
警
視
庁
前
桜
田

門
交
差
点
か
ら
虎
ノ
門
交
差
点
ま
で
の
歩
道
二
･
四
m
の

ほ
か
、
霞
が
関
付
近
の
都
道
及
び
区
道
の
歩
道
総
延
長
約

九
･
九
蹴
を
沿
道
の
官
庁
や
民
間
の
ビ
ル
に
勤
務
さ
れ
て

い
る
方
々
約

一
、
二
〇
〇
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
箒
、

国
土
交
通
省
で
は
、
道
路
を
利
用
し
て
い
る
国
民
に
改

め
て
道
路
と
ふ
れ
あ
い
、
道
路
の
役
割
及
び
重
要
性
を
再

認
識
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
道
路
を
い
つ
く
し
む
と

い
う
道
路
愛
護
思
想
の
普
及
及
び
道
路
の
正
し
い
利
用
の

啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
八
月
一
日
か
ら

八
月
三
一
日
ま
で
の
一
カ
月
間
を
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣

と
定
め
、
各
種
運
動
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
月
間
中
、
国
土
交
通
省
を
は
じ
め
と
す
る
各
道
路
管

理
者
は
、
関
係
省
庁
、
関
係
団
体
等
の
協
力
を
得
つ
つ
、

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
幅
広
い
層
に
様
々
な
行
事
を

通
じ
て
、
道
路
の
必
要
性
や
道
路
の
持
っ
て
い
る
役
割
、

使
い
方
や
道
路
愛
護
等
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
各
種
運
動
を
展
開
し
て
お
り
、
本
年
度
も
、

道
路
の
役
割
･
重
要
性
に
対
す
る
国
民
の
関
心
と
道
路
愛

護
の
精
神
を
高
め
る
た
め
、
全
国
各
地
で
パ
レ
ー
ド
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
道
路
清
掃
な
ど
の
道
路
に
ち
な
ん
だ
各
地

域
の
特
性
に
応
じ
た
行
事
が
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

八
月
八
日

(木
)
午
前
八
時
四
五
分
か
ら
九
時
三
〇
分
ま

で
、
国
土
交
通
省
道
路
局
、
関
東
地
方
整
備
局
主
催
に
よ

る

｢オ
フ
ィ
ス
街
ロ
ー
ド
ク
リ
ー
ン
2
0
0
2

(霞
が
関

写真 1 官庁街の道路清掃


